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加藤 健太郎  
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研究期間  平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日  

目的・趣旨  

宿主侵入時の初期段階において、原虫は複数の表在タンパク質を使って宿主

細胞の標的因子に結合することが知られている。この表在タンパク質と宿主細

胞因子の相互作用に関する理解が深まれば、原虫の宿主侵入を抑制する薬剤等

の開発に大きく貢献する。本研究は、トキソプラズマ原虫の宿主細胞への侵入

初期において重要な表在タンパク質に着目し、それらが宿主細胞因子に結合す

るための作用機序を構造生物学的アプローチにより解明することを目的とす

る。  

研究経過の  

概要  

実施期間内で、トキソプラズマ原虫表在タンパク質とその宿主細胞因子の調

製条件を確立した。この調製条件により精製したタンパク質を用いてプルダウ

ンアッセイ及びゲルろ過分析を行い、表在タンパク質と宿主細胞因子の複合体

形成を確認することに成功した。以上より、トキソプラズマ原虫の宿主細胞認

識におけるタンパク質複合体の構造解析に向けた基盤構築が進んだ。  

研究成果の  

発表  
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